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大学４年間の学び
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システムの概要
ポートフォリオと学修到達レポート

ポートフォリオ・システム
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入学から卒業までのPDCA
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日本福祉大学

スタンダード

地域社
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する力
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力

伝える力

共感する
力

日本福祉大学スタンダード

入学時：アドミッション・ポリシー

• 自己の考えを効果的に伝えようとし、互いに理解しあえる
ようなコミュニケーションを進める意思を持っている人。伝える力

• 幅ひろい視野で学ぶ意思を持ち、現在の「ふくし」の基本
的事項を理解している人（多領域・多職種の参画など）。見据える力

• 地域の現場で実践的に学ぶことに意欲を持つとともに、
自己の将来について考える意思をもった人。関わる力

• 他者の立場や意見を尊重する姿勢をもった人。共感する力

• 地域に参画・貢献しようとする意志をもった人。
地域社会に

貢献する力
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卒業時ディプロマ・ポリシー

• 相互理解のためのコミュニケーションができる。

• 自己の考えを効果的に伝達できる。
伝える力

• 幅広い視野で学ぶことができる。

• 「ふくし」の考え方を理解し活用することができる。
見据える力

• 地域の現場で能動的に思考・行動することができる。

• 大学の学びを自身のキャリア構築と結び付けて考えることが
できる。

関わる力

• 他者を共感的に理解しようとすることができる。

• 他者と自身の幸福をともに追求しようとすることができる。
共感する力

• 自分の住む地域で市民としての自覚をもち、何らかの形で地
域に参画・貢献できる。

地域社会に

貢献する力

入学から卒業までのPDCA
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年度はじめ

•目標設定：５つの力から最大３個選択

•入力の内容
① 目標：ルーブリックから選択
② 実践の場：選択形式
③ 方法：記述方式

•教員の補助：目標と方法にズレがないかを確
認し、指導

５つの力

全学共有ディプロマ・ポリシーと対応
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SABCのイメージ

S：活用

A：能力

B：態度

C：知識

成功体験を客観的に捉え、自分や他
者が活用できる形で示すことができる

態度によって引き起こされた行動に
よって、成功したことがある、もしく
は、行動すれば成功することができ
る。
知識に沿った行動の経験など成功の
可否はともかく、知識に基づいて行動
しようと考えている、もしくは、行動し
たことがある。

知識やスキルを持っている、もしく
は、必要に応じて知識を得るための
方法を知っている。

入力の内容
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入学から卒業までのPDCA
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年度おわり

•自己評価
③ 評価：SABCから選択
④ 根拠：記述形式
⑤ 今後：記述形式

•教員の補助：評価と根拠にズレがないかを確
認し、指導
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入力の内容

講評・総評に
ついて

• 入力者：ゼミ担当教員

• 判断の基準

• ゼミでの状況

• 自己評価の内容

講評

• 入力者：４年時のゼミ担当教員

• 判断の基準

• ゼミでの状況

• 自己評価の内容

• 各学年の講評

総評
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ディプロマサプリメント：学修到達レポート

学生からの報告
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学生からの報告
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発表者の１年次
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毎週成長を記録

自分が成長したと感じた場面
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４年間の学び

卒業時における「力」の獲得と必要性

伝える力 見据える力 共感する力 関わる力
地域社会に

貢献する力

卒業時獲得 2.80 2.90 3.04 2.71 2.29

卒業時必要 3.65 3.38 3.54 3.43 3.29
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卒業時における「力」の獲得と必要性のギャップ

伝える力 見据える力 共感する力 関わる力
地域社会に

貢献する力

ギャップ 0.85 0.48 0.51 0.71 1.00
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居場所づくりから見える
地域課題

日本福祉大学 地域課題解決サークルCYCLE

加藤達洋 佐藤真衣 加藤茜

後援：美浜町教育委員会

目次～PDCAサイクル～
Plan
1年次の活動から組織化へ

DO
地域住民を巻き込んだ居場所づくりを目的とした学習支援の実施

～PDCAサイクル・ポートフォリオを活用した紹介～

Check
CYCLEとしての目標にどうつながるのか

Act
今後のCYCLE
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１年次の研究活動から
若者と高齢者の地域交流の差

高齢者の孤立化は若者の地域離れによるものではないか

→地域と関わる『きっかけ』づくりが大切

美浜町河和地区に所在する築50年の空き家を
活用した居場所づくり

Plan

組織化～地域課題解決サークルCYCLE～

世代間を越えたつながりづくりを目的とした日本福祉大学
の公認サークルです。

Community(地域）
Youth（若者）
Connect（つながり）
Long life（長生き）
Elderly（高齢者）

Plan
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CYCLEの活動
バザー＆内ラリー会

みんなで食べよう会

サロン活動

学習支援

他団体の活動参加

Do

学習支援：Plan

「地域住民を巻き込んだ居場所づくり」
を目的とした学習支援の実施

若者への活動の周知
地域住民による

学習支援に関するニーズの指摘

夏休みの居場所に関する
ニーズの気づき

Do-Plan
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学習支援：Plan
他団体からの学び

NPO法人アスクネット 学習支援ステップ

学習支援には勉強だけではなく、居場所を求めて来る子も多い

大学の講義の学び

児童家庭福祉論

子どもの権利条約一般原則 子どもの最善の利益

子どもの居場所づくりを目的としたプログラムの必要性

Do-Plan

学習支援：Plan
〈実施内容〉

期間：夏休みのうち4日間

（2019年８月19日、20日、22日、23日）

午前：学習支援

午後：居場所レクリエーション

⇒①ゲーム②福祉教室∼手話∼④ ⑤五平餅づくり

4日間の参加者：7人（美浜町に住む小中学生）

Do-Plan

風鈴づくり
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AP事業の活用
ポートフォリオ

〔加藤達洋の場合〕

目標 地域社会に貢献する力

実践の場 サークル

方法 地域の人たちとのつながりづくり活動により、サークルとしての
基盤ができてきたので、今年は地域に貢献できるような様々な
企画の実施を行っていきたいと思う。具体的には、月に２回のサ
ロン活動の実施、地域交流等を目指したイベント活動などを考え
ている。また、地域で活動されている他団体への参加も積極的
に行い、貢献する力を身につけていきたい。

Do-Plan

AP事業の活用
ポートフォリオ

〔佐藤真衣の場合〕

目標 地域社会に貢献する力

実践の場 サークル

方法 モノづくりなどのイベントを定期的に企画し開催することで、地
域住民同士が年代問わず自然に交流できるような環境を提供
したい。地域の方との関わりを通して、地域が抱えている課題
やニーズ把握に努め、我々学生に出来ることや求められている
ことについて考える。

Do-Plan
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AP事業の活用
ポートフォリオ

〔加藤茜の場合〕

目標 地域社会に貢献する力

実践の場 サークル

方法 地域に関わるサークル活動に積極的に参加することで、地域住
民の方と多くの交流機会を設ける。また、活動の中で地域住民
の方と関わることを通して地域で何が求められているのか考え、
私たちの活動の充実を図るとともに少しでも地域に影響を与え
られるような活動を行えるよう努力する。

Do-Plan

学習支援：Do

○時まで集中してやろう

学習支援

Do-Do
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学習支援：Do

苦手箇所に基づいた
問題の作成

学習支援

Do-Do

学習支援：Do
風鈴作り

Do-Do
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学習支援：Check
学習支援

参加者である子どもからの満足度はとても高かった。

自分たち学生も、子どもたちと一緒に交流を楽しむ事が出来た。

事前の情報収集、及び情報伝達が不足していた。

子どもの意志を尊重するあまり、学習よりも遊びを重視してし
まった。

集中力が続かない子どもだったのだが、その子に合わせたサポー
トは出来ていなかった。

Do-Check

学習支援：Check
風鈴づくり

こちらも参加者である子どもからの満足度はとても高く、
自分たち学生も子どもたちと一緒に交流を楽しむ事が出来た。

集中力が続かない子どもだったのだが、その子に合わせた
サポートが出来ていなかった。

Do-Check
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学習支援：Check
保護者（お母さん）からのお話

集団での
関わりが苦手

Do-Check

Ａくん（小学3年生）

学習支援：Check
保護者（お母さん）からのお話

学生が１対１で
関わる

本人作成の都道府県クイズ

ＵＮＯ

Do-Check
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学習支援：Check
保護者（お母さん）からのお話

また、大学生と遊びたい！

他の世代との関わりに
楽しみを感じてくれた

Do-Check

AP事業の活用
ポートフォリオ

〔加藤達洋の場合〕

Do-Check

評価 A

根拠 目標としていたサロン活動やイベント活動の実践、他団体の活動に参加する
ことができた。実践から、理論上のニーズに対する参加者数の違いや地域
団体による活動の周知の難しさなど、地域の課題を実感することができた。
また、活動全体を通して、企画の立案や限られた資金での運営、他団体との
連携など計画性が求められること、地域の反応や変化を知り、次に求められ
るニーズを考える力など、先を見据えた行動の重要性を学ぶことができた。

今後 活動の実践ができた一方で、活動での学びや気づきを地域に発信すること
はできていない。今後は、1年間で得た学びを整理し、実践に留まらず、発信
すること目的に、地域貢献する力を強化していきたい。
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AP事業の活用
ポートフォリオ

〔佐藤真衣の場合〕

評価 A

根拠 地域の方々からの意見を取り入れたうえで、開催するイベント
や活動の運営について考えることが出来たから。

今後 イベント開催などのアクションは起こしたが、活動に参加してい
ただいた地域住民の数は想定していたよりも少なかった。ただ、
人数を重視するのではなく、「望んで参加してくださる地域の方
のニーズに応えたい」という質を重視する考え方に変化した。今
後は、居場所や人との繋がりを求めている人に支援が届くよう
に、活動の周知に努めたい。

Do-Check

AP事業の活用
ポートフォリオ

〔加藤茜の場合〕

Do-Check

評価 A

根拠 サークル活動に積極的に参加することができた。また、サークル活動に参加したことで
多くの地域住民の方と交流する機会にもなり、有意義な時間を過ごすことができた。自
らの参加意欲も高まり、多くの人と関わることが自分にとってプラスになっていると実
感できた。また、地域で何が求められているのか地域に関わる人から話を聞けたこと
でニーズを知ることができた。そのニーズを元に企画を考えていくことができた。

今後 地域の方と交流することのメリットを実感できたため、自分の興味の持った地域活動
やセミナーなどがあれば積極的に参加し、さらに多くの人と交流する機会を作っていき
たい。

ニーズに関してもさらに多くのニーズを把握していくことで、地域に貢献できることがあ
れば主体的に動いていけるような行動力を身につけ、より良い活動へとつなげていき
たい。
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学習支援：Act
利益を求めない学生主体（運営）の学習支援の重要性

様々な思いを汲み取り行う、子どもに合った支援方法が必要

ワークシートや学習スケジュールなどを準備（見える化）が必要

学生だけではなく、他の世代も参加しやすい活動へ

他の世代も参加しやすい企画へのネーミングの変更が必要

Do-Act

CYCLEとしての目標にどうつながるのか
居場所づくりによる地域の方々との交流

Check

他団体の
活動

セミナーへの
参加

地域特性の
理解

学生自身も地域へ出て行くきっかけ
多世代交流の機会の増加
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住民学生

今後のCYCLE

Act

活動を通して感じた自分
たちの思い、気づき

地域の方々への
聞き取り調査

報告書の作成

パンフレット

地域と関わる『きっかけ』づくり

～学びを伝える～

表彰
ふくしAWARD2017 準大賞

ふくしAWARD2019 特別審査員賞

美浜町日本福祉大学家主組合表彰

2019年度JASSO優秀学生顕彰
社会貢献部門 奨励賞（個人受賞）
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メディアの取材

知多半島ケーブルネットワーク

朝日新聞社

中日新聞社

参考文献
朝日新聞「おいでよ！美浜のオール世代」(2019年3月18日掲載）

中日新聞「桜餅みんなで食べよう」（2019年3月19日掲載）

unicef 子どもの権利条約

https://www.unicef.or.jp/about_unicef/about_rig.html

ふくしAWARD2019

https://www2.n-fukushi.ac.jp/f-award/index.html

JASSO（日本学生支援機構）優秀学生顕彰

https://www.jasso.go.jp/about/organization/kensyo/index.html

29




